
36年度の経済の高度成長に伴う設肺投酢の行きすぎから金融引き

締め政策を描き,37年度ほ金詰まりのIl加､プ引lが続いたが,幸い中

両業界は大手私鉄の迎節術上げが延び中和などの幣肺岬強が遅れた

り,産業車両の不振はあったが,l‾句鉄の五ケ咋計巾,新幹線祉設と

も順調に進んでおり,また大量の海外よりの注文をうけて36年腔に

引き続いて好調な生産が行なわれた｡

同鉄北陸本線には全長約14kmのわが｢司節1位の長大な新北陸ト

ンネルが開通し6月1日より敦賀一福井間が電化開通した｡この線

区にはわが国でほ最大出力の新鋭シリコン整流器式交流電気機関中

EF70形が就役した｡また10月1日からは滞新線の勝田一高萩間

の電化開通に伴い,シリコン整流器式EF80形交i巾1り1j信気機関

申が旅客列†巨けん引に使用さjtているが,引き続き最掛‾Pである｡

また北陸本線,東北本線の電化により,わが国初めての交l自二流急子f

電申(451系および471系)が製作された｡

新幹線ほ試作中が完成し綾臓一小田原間の試運転線路において焼

損な試験が続けられており,250km/hの巌高時速にいどむ口も近

いと期待される｡高速性能をだすため台申についてほ卜分の基礎実

験を行なった｡申体は従来の申に比し長さ,幅とも一まわり大きく,

さらに大容量の電気7l-■を積んでいることから,正長軽減についてほ

十分検討して設計製rl三した｡車体にはRう‡製作所独特のⅩ柱鋼休を

採用Lたことも口新しい｡電気l甘-としては50%の脈動電流川の]三

電動機,ATC装荷をはじめ,小形軽量ですぐれた性能をもっ‾た各

種制御器など最新技術の粋を紙焦した機器が積載されている｡

モノレールの分野でほ,36年度未申両その他機器の写望作および軌

道の建設が進められていた名1‾㌧占主鉄道株式会社ラインパークモノレ

ール線の完成により,昭和37年3月21口からわが円鼓初のこ雁式

鉄道としてHITACHトALWEG方式によるモノレールカーの迎転

が開始され,第三の交通機関として斯界の注目を浴びたことは柑7〔

すべきである｡

愉肘の両においてもアルゼンチン国鉄から大量の一等客申を受注

し37年度に相当数の船杭みを完TLたほか,エジプトトヨ鉄からもさ

きに受托した350両のディーゼル動榊こ引き続いて100両の追加受

注をうけ,またわが阿初の技術輸出としてエジプトのSEMAFとの

技術提携による,見本･lり巾を出付したことは柑八ド三に伯する｡

なおアルゼンチン客中には空調装『た,その他のサービス用の電沙話

としてエンジン駆動発電機を似えているが,滋近国内,田外ともか

かる大容量の客中電源を必要とするに1ミり,従来の申両党屯機に代

えてエンジン駆動発電機を使用することは～iミロすべき傾向であろ

う｡

イソド向けとしては,わがl司より初めてのシリコン軽流語注式女流

局中の海外輸出がある∩電気甘-ほロー1了歩望作所から提供し,中体ぎ装

についてほ日1ソニ笹望作所指噂のもとにインドLl]鉄で聾川三rflである｡今

後の車両輸出の一方向を示すものとLて江臼される｡

13.1電気機関車

約40kmの栴流区間を持ちほかの大部分ほ交配iE化されつつある

日本国有鉄道常磐線には仝JH力交山内川機関り(の投入が行なわれて

いる∩

ここに計画されたEF80形は1,950kW安和流全出力に暖日用電

動発電楼を装僻して6軸96tに収める必要があり,軽量化構造を各

所に取り入jtている〔すなわち口1ウニED921形において好成続をあ

第1図 EF80形交血流`Fに気機関車
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第2図 L形軸梁式高粘省台車(特許申請中)

げた1子子中1電動機式の採用,シリコン懲流器,軽量変圧器,強制

冷却式某紙抗器など,小形軽造化に多大の努力が払われている｡

EF80形は客i号両川30両,貨物中川20和が大量光江さjlたが,目

上笹望作所ではこのうち40両の聾望作を行ない,全出力交何機関申の

標準形としてその成果がプ削彷されている｡

一方北陸線編ルi引ヒに析辟する口立EF70形11佃は交流機の照

準形としての安定した性能を示し,MT52形原音竿主電動楼をはじ

めシリコン黎流器,日七雀竺作所独Ilの設計から成るローラ式高圧タ

ップ切換器などもきわめて好評を博している｡特に緑床ql最大の難

所といわれる新北陸トソネル内11.5‰,1,200t引き出しにおいては

良好な引き出し柑性を示し,安定した起動牛別生は柱Rを焦めたっ

すでに44両製作された東北線川ED71形は今回さらに増僻5R

が製作され仝両数49両のうち22両を口立替旦機関車がLめることと

なった｡増陥5Rの設計には次の二つの点が改善された｡構造複雑

で促1下に難∴r二くのあったクイル駆動装『如こ代わって新柄想の振り棒付

叶址釣抑式を採用したこと,およびタップ切換器をEF70形と同
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様のローラー式のものとLたことである｡

一方両流機関Tlての中形標準機とLて束武鉄道株式会社

において析躍巾のED5010形ほ,既納9耐の良好なつ謂モ

が認められてさらに追加5両の黎望rFが行なわjtた｡

また秩父鉄道株式会社に納入した50t正t流校閲†i亡6巾

ほ,その後良好な運転成績を示Lているが,今回輸送ノJ

増強計画に伴いさらに追加3両が嬰竺作されることになっ

た｡この機関叫ま引き出し柑生において直流機の限非と

考えられている粘着係数27%を得る必要があり,tE気

的軸屯祁供装♭て,ノッチ数の作†加などの考騒が払われて

いる｡またL形軸染式千川〔を採川し,静｢桝山屯移動の補

償とク空転時に生じやすい計l(ピッチング(動的朴朝多勅)

の抑制が図られている｡これらの組み合わせは但流扁粘

着校閲申の今後の方向を示すものとしてその成果がJ打j待

されている｡

13･1.1亡F80形交直両用電気機関車

常磐線用に尊皇作された全州力交l如巾用概間中であり,

1,950kW,96t6軸に収めるため多くの新手法が採用されているが

その特長は次のとおりであるっ

(1)96t,B-B-B軸配粁で代物けん引は10琵¢こう配で定数

1,200tを,放客けん引では定数550t速度95km/hで加速力モカを

打つ性能を石する｡

(2)1≠沖1電動株式を採用し稲造畔減,粁i弟特性の向上,白

市軸距離の短縮を図り,6軸96tに収めるうえに笥るしい効果が

あった｡

(3)駆動装臣己にED921のり王統をもとにしてゴムタイルシ〈が,

子ド巨析jl装置にコイルバネ桝剛性を利用したフローティング式

が,小閑子川i仰J受にローラー式が採川さjlたっ

(4)MT53形主冠動機ほ仝耐伽こエポキシ刷脂絶縁を採川,

また客貨両川広領域のため心弱界磁35%がとられ,当車流改ご乍に州

債巻線が設けられている｡

(5)暖房用電源とLて交流区閃において主変圧器の暖房巻線

が,再流区間では320kWTE勅発㍍機が.掛ナられている｡

(6)大容量シリコン黙流器が採用され,また工変妊器も′ト形軽

景化されている｡

(7)信助機個数が3仰のため由並列段に代わるものとして,弱

卯磁胴J御の大幅な採川が必安となり,また卜机抗器ほ220A以下

で連続使用を可能とし速度制御を才子易にLたっ なお主机批評･圭ほ強

制通風を行ない小形軽量化さjtた｢

13.1,2 EF70形電気検閲華

北陣線用に管主rF言さjtたわが円山瓜のシリコン整流器式交流機関申

で,2,250kW,96t,6佃で計巾されたものである｡

以下にその約長を示す｡

(1)96t,Bo-Bo-Bo和紀f托で貨物けん引ほ11.5琵βこう配で定

数1,000t(計田上1,100t)の性旭を石するが,また旅客けん引も

可能な高速特性も右し,二とこ変拝話さきに電気暖房電肘を備えているっ

(2)王冠動機にはMT52形が使川さjlており,これは今後の

交両統いずJtの校閲中にも矧1jしうる釣掛式の標準形で,界磁に

エポキシ樹脂絶縁が施さjt圧ご稲別の′l‾正作仙J御,界磁制御ができる

ようになっているっ

(3)量産中にほじめてシリコン整流器が採用さjl,_?獅日ブリッ

ジ縦線2,430kWと両J馳杓な大帝量を和しているっ

(4)速度了1iり御は高圧タップ切換詩語によっており,紫電部をロー

ラー式とし,柵･い操作部に合成樹脂を採用するなど新しい設計が

加えられ,その仁摘l度は飛節約に向卜した｡

(5)機械部分ほ1‡般的に風比上の力､ミ裕を持った設計がとられて

評 論 第45巻 第1号

打ぎ3LズI EF70形交 流′上E 気機 関 巾

駕

折4国 振り棒付叫焼釣掛J･し駆動与∈琵

おり,構造を筒一榊ヒして信栃性の高いものとした〔

13.】.3 ED71形交流機関車増備用5両の特長

東北線の仙丹電化う:成に作いその区間の増節用としてED71形

が5両替竺n三されたっ本機ほさきの44耐Uと同様1,900kWを有する

ものであるが,次の諸点に新しい試みがなさjtている(

(1)駆動装F打ほ従来の構造投雑なBBCクイル式に代わって新

設計の振り樺付可披釣掛式が採川されたっその柄道ほ主唱動機の

一端を筒形ゴムを介して車軸に装節し牛馬動機を衝撃から保護す

る｡ゴムを介したことより生ずる歯中のかみ令反力による工電動

機の‾り1働けこ対する傾きを,振り柊の剛性を利用して一定限度内に

おさえ,ゴム入り大歯申の採用と相まって南中のかみ合追従性を

よくしている｡

(2)舐圧タップ切換器はEF70形と同様ローラ接触形を採用,

性能方命の向上を図っている｡

(3)継花器突如ま新形標準品とLて統一化が図られており,また

空㌔も遮断器の誤動作を防ILするため消磁遮断方式から肋磁遮断方

式とした｡

13.2 ディーゼル機関車

国鉄における動力近代化計画の一環として,2,000PS級の幹線用

池体式ディーゼル機関申の試作1号中がR立製作所において完成し

た〔この機関申ほ国鉄出初の幹線用大馬ノJ液体式ディーゼル機関車

で,Dt)51形と名づけられ,今後国鉄非電化区間の主力機関申と

Lて～▲1雌けることが期待されている｡

TlO8-
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第5[老11〕U51形?佗休ノしディー｢ゼル機関小

別在国鉄の主力ディーゼル機胤小として析抑仁一‾tのDF507け`■に㍍

式ディーゼル機関巾は,37年度にアルミ丁宴竺ラジエーターコア取り什

けほか一部改良を施した機関巾がさらに2i巾納人され,で‡.汁32‥!-jの

機関･串が口望線などにおいて順調に瀞転･-l■である〔

またさきにタイ州こ納入した950PS′↓王_こ㍍J一(ディーゼル機関小二30

紬も 現在タイ国鉄の二上力機l朴1土とLて,二i一-i7けり小糾まじめ,ク=‾‾Ⅰミl

貴市来正郎与の列r川-んり=lけ〔ど,数々の巾班外1巾こ任用され,縦桝

の子六抑三ろご子_fなっている〔

13.2.1DD51形液体式ディーゼル機関車

円鉄戯初の幹線什大信乃披体∫〔ディーゼル機関小で,1,000PSの

DML61S機関とDW2液体変速機ふのおの2糾を禾舟悦している｡

動輪朋定格汁り〕は1.200PSでⅠ)51細井買気矧朴卜を_卜11-川,姑輔車

度は95klll/hで,保ノ､1‥,亡､ミ炊が一プ≠妨なように‾別法さJLたj)がl‾l三伯火

の液体式ディーゼル機関Iliである′1機l馴･二の形J℃は小火揮転1-りミノ

ネット形で,逆転1ミ内にSG4形蒸気允(卜装iFたを恥恍しで冬柑jの`#

中暖房に僻え,機械1ミは機関および浪休変速機の点検を他にするた

め,学事易に取F)はずせるよう考侶さ′卜している｡機けリムよび液休変)盤

機ほ令高をできるだけ低くしてあるので,ボンネ､ソト形であるにも

かかわらず,運転宅からの視界ほ上辻央rである｡･l棚げ〔ほB-2-1iで,

両端か‾卜は減速機付きの動かl(であり,中ロ_1け㌻小ほ効力伝達矧■ソ托

俳えない従か!壬で,バネの桃剛性石ご利用して大仰な桃動を許すよう

にした柑殊のf批缶のものである｢,DD511-り一小ほ,子り二.試験およひ､本

線.試験において外挿のふし旅を子了たったので,この紡汁上は引き続いて

製作される量産叫こ折り込まれて,さらに改+_‡されたDl)51形デ

ィーゼル機関和が多数雀望作される‾予止でお)る′1

本機関申の機Ij馴_粥転数制御を行なう‾け附Ii【=押掛よ,きjっが〕て小形

化さjt,運転怖に机み込まれている｢工)W2形変迩粍ほ,機糊〃バこ

速比を検rt=ノ,l′l動的に速度段のりJり作えが行なわれるようになっ

ているっ 2一号機以降に対Lてほ,`i一に災的に油化検Fl一位行なう矧l■′たを

試作しているっ械閉脚御,逆転制御おエび変速機制御などほすべて

電気的に行なわれ,州御方式としては,従来の液休式ディーゼル械

閑ヰ巾こ例を見ない新方式を揺川しておF),これらの制御にはIl順の

小形プラグイン式補助継電話旨カミ使用されている｡芯気仙こl謁してほ

特に小形･軽量･`女価石ごねらったものでありその成約が各プ川iから

注目されている〔

13.2.2 輸出向け検閲車

マラヤ･ズングン鉱山に納入さj‾tた3伽ロッド駆動式25t機関小

は,運転室内の居住性など,既納:巾の使用実掛こ韮づき,若十の改

良を加えて製作されたもので,好評享如こ活躍｢いである｡

マラヤ･ロンピン鉱山にほ,36年度に引き続きB-Bギヤ駆動式

1,100PS54t機関車が納入され,鉄鉱石や雄設資材の運雑に活眼し

ている｡この機関中は,筒_単な改う出により虫址逆転ができるようむこ

考宿さ才tており,鉱石の増産態勢の確立に伴い,現地で･和宣形機じり

申に改造されつつある｡

打ぎ6川 フィリ･ソビンパスミル納20tディーーゼル機関中

藻

第7【ズl八幡替法統株式会社納35t機関小(1機関塔載)

フィリピン･パスミル(パソパンガ砂糖工場)に納入された2軸

ロッド舶動式20t楼関申は,口〕上標準形20t機関中を基準にして,

現地条什を考慮しで峯竺作されている｡

13.2.3 国内向け機関車

一九国｢ノ引r小ナ10一～50t級ディーゼル機関申の製作ほ36■午比を上

阿り,等望鉄所,運輸業,各種_l二場などに多数納入さjlた｡

八幡雀望鉄株式全州こ納入されたB-Bギヤ駆動式35t機関申はDMH

-17SB形機関とTCW2.5形披体変速機を各1台積載しフアン駆動

にはl=/ニオイルモータとヒタスクットを用いた静油圧フアン駆動方

式が採川されている｡放熱装『加よ機関と反対側の機械宅に納められ

て二Fごり,このソわ(ほ35t級椀閃申としてほ最初のものである｡ま

た,DMF31S形機関1子沖杭載した同様な形式のB-Bギヤ駆動式

45t機l朴f(も,昨年に引さ続いて納入された｡

37年度の帆J-Jとして,従来2機関横磯が主であった35t級以上の

機関中にも,中,大形の二【巨両用機関の開発と静油圧フアン駆動方式

の実川化とによって,新形式の1機関前栽の横関中が集注作され,そ

の肘､f,招転Tliり御,椚迩即打などにおける利点,静油圧フアン駆動

プわし採川による件能向上などが認められつつあり,今後は,この形

式で発ノJ!与するものと考えられておる｡日立笹旦作所も標準ディーゼル

機l朴卜をこの線にi■nってモデルチェンジして,新しく開発した日立

V3V14/14形,あるいはV4V14/14T形機関を析載して,1横

間椚椛の新形ディーゼル機関巾を聾竺作している｡

l】〃不伯5咋にふ川;ンL成したtIITACHトM.A.N L12V18/21m･A･

形械関と,口立LAZ-10R形液体変速機各1台を積載した1,100PS,

70t C-C形機じ即卜はr‾吋鉄†什入が決定しDF931として房総線に投

入された｡

ほ.2.4 車両用ディーゼル機関

36年度にマラヤ･ロンピン鉱山向け54t液体式ディーゼル機関車

に積載して輸出したHITACHトM.A.N L6V18/21m.A形機関

ほ,その後好調に実動しており,37年度は引き続いて追加1両分を納

入した1国鉄納めDF50形ディーゼル機関車川HITACHトM.A.N

V6V22/30ⅠⅥ.A.形機関も,36年度に引き続いて雀竺作し納入した.｡

このほか,小形鉄道申両横職を主賓用途として,先年釆鋭旨開発

∬109-
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節8回 目立-V4V14/14T形ディーゼル機関

(日立HRA35BB形披休式ディーゼル横間小川)

に努力してきた,口立14/14シリーズ小形高速ディーゼル隙間の試

作が完了し,液体式ディーゼル機関中川としての安江に成功し,量

産態勢に移行した｡

この形式の機関は,R立製作所笠戸工場が,西ドイツM.丸N祉

との技術提携によって円持した設計,聾竺作技術を十分に清川し,小

形鉄道申両用としての広範閃の用途に適合するような仕様をねらっ

て,独口の設計を行なったものであり,今後大幅の需要が期待され

るとともに,その高速軽量性を生かして,鉄道中両用以外の用途に

対する今後の進出も見込まれているっ

日立14/14シリーズ機関のおもな特長は次のとおりである｡

(1)小形軽量であり,占有解析当たりの出力がきわめて大きい｡

(2)構造が筒Tilかつ堅牢であり,機関全体としての訊札･1く数が

著しく少なく,保守点検に便利である｡

(3)回転数を高くとることができるので,従来の機関に比べ

て,小形のトルクコンバータと統合することができる｡

(4)鉄道申両川としての出力で,195～350PSの稚けTlをカバー

し得るので,従来のように2子†の機関を使用せずに,17こ丁の粒関

を掛放することによって,十分の出力をあたえることができる｡

(5)小形高速機関としてほ,比較的燃料群が少なく,保′二門?も

少なくて済むために,経折性がきオっめて高いことなどである｡

13.3 客 電 車

37年度の客芯申界にほ,中内技術の歴史に長く残るであろう多く

の成果があったっすなわち,東海道新幹線用試作旅客称ドが良い研

究乃J間を経て完成したこと,本格的輸送機関としての口立-アルウ

エーグが名古尾鉄道株式会社ラインパークモノレール線において竣

工したこと,アルゼンチン国鉄向けに多量の一′手客申を納入したこ

と,これらがその骨子である｡

国鉄関係においてほ,36年度に引き続いて一等寝台申20両を納

入したが,電化区間にも使用するため蒸気,電気両暖房方式を和す

るものや,北海道向けとして耐寒設備を施したものもあるっ動力の

近代化は引き続いて行なわれ,その交流電化区間の延長に付い,36

年度に引き続いて近距離川交直両用電了拝を量産したはか,新たに遠

距離急行用の交直納用筒中の聾望作が行なわれたっ これらほさらに特

急電車となり,また動力の椚耕も行なわれて,ますますその手六動範

囲が拡大される傾向にある｡

刃ミ海道新幹線用試作旅客冠巾は5月に鴨宮･綾瀬悶のモデル緑区

に納入され,現在各種性能テストが行なわれて,量産設計川の汽料

が出されているが,世界の最先端を行く中内として注目さjlており,

その成果がユ田待されている｡特にその研究過程において狩ら才1た高

速化,軽量化,接客設備の向上に関する諸汽料は,今後の巾両技術

の向上に大きく貢献するものであることを疑わない｡

都市近郊輸送力の増強のため,36年度に引き続いて,相校鉄道株

式会社,京王電鉄株式会社,西日本鉄道株式会社などに通勤用了訓(

評 第45巻 第1号

を納入し,煎仏 名了】｢尿などに地下鉄川中両を聾竺作納入したが,名

11柑鉄道株式会社ラインパークモノレール線に納入した口立-アル

ウエーブこそ打ぎ三の輸送機関として臼ミロの的であろう｡これは口本

初〟)ての本格的モノレールカーであって,すでに好成節実に営業運

帖小であり,近く茄_‾I二される刀‡正一羽口川口をはじめ各地に日立-アル

ウェーグを採用する横越が己t右まってきている｡混乱する都市近郊の

輸送に,口立-アルウェーグのほたす役1別ほ糊紬こあまりあるもの

であるが,さらにこのモノレールカーによって和られた全アルミ合

金馳糾訓キj拉のり叫i.設計笹竺作技術ほ,今綾の叶小傑作にとって軽量

化,維折而において,新仕向を開拓したといえよう｡

輪汁ii榊こおいてほ.エジプト阿鉄向けディーゼル勅中が通節約300

和すでに納入され,引き続き追加100巾の設計も進行小であるが,

牛㌢f∈さるべきは,南アメリカへの初〆)ての軌1偶申として,アルゼ

ンチンl仁l鉄仙1‾に一等客小200舶を笹望作納入したことである∩この

■巾ほ,冷暖jガ矧r亡をはじめ,傾等坤として肺えるべきすべての装備

石ごしているデラックス巾であるが,口竜巻旦作所の総′‡技術は,材

札 附】TIまでを含めて,そのはとんど大部分を｢卜､ン頂帥,によってま

とめふけた〔この軒1(の走行実析が,口本の中和輸出をいよいよ盛

んにするヰ,のであることを確信しているっ

エジプトSl王MAF祉に対する技術輸rlミの打卜段階として,三等客

小のふt作小が納入された〔SEMAF祉の技術員に対する設計,製作

に対する技約款宇戸も順調に進んでいるので,近く,1]_‾､上巻望作所の指

掛こよるエジプトでの称f‾噸作が開始されることになるのは子守ばし

い｡これと似た場†‡で,現れ三インドl二郎如こ対して,AC電申設計の

ための捌臼桁巧が行なわれているが,このような技術輸出の傾向ほ,

/〉後いよいよ脚加する帆｢丁】にある｡

13･3.1東海道新幹線用試作旅客電車

多咋にわたって待ち望まれていた歩の超特急,新枠線に使川する

.右℃作芯巾が37年5月に完成した｡2両で弧戊するA鰍馴(と,4両

でのB編成巾で,現在鴨宮付近のモデル線区において,一缶稀試験が

行なわれており,凪1一石)型板速圧210km/hに対して,十分な性能を

発押することが確認さJtるとともに,読姥申設計に対する資料が得

られているっ

口j土製冬作所はB編成巾の2両(1003ぢ一,1004号巾)を拳法作,納入し

た(1003-[川(は先頭巾で,流線形の先頭部に運転台を設け,ATC

をヒr托をほじめ,工幹て刷御器,ブレーキ弁,その他j璽転操作に必要な

あらゆる機詩語カミさき肺されておる(一方客1ミには2人掛けと3人拭け

の慨肝トを門己和し,乗客走nは70人である｡

1004小1〔ほ先頭中に次ぐ1=い間中であるが,いわゆる電源咋で,パ

ンタグラフ,主変口三界,シリコン紫流器などの交流機器を装備して

おり,中体をできるたけ軽くするため,日七製作所独特のⅩ柱構造

鋼体を採mし,外掛こは1.2t耐恢件鋼板を使用している〔このた

め窓の形状も従来にない6fり形状として視野を広くしている〔座席

配柑土光頭巾同様であるが,走∫iほ100名であるっ

米綿花托ほ一丁糊R交流25kV,60c/sで,上記の2中を合わせて1単

位となり,170kW三L屯動機を糾l(に47乙りごっ装肺し,低圧タップ

切換力式による制御が行なわれ,滋高運転速度は250km/hとなっ

ている〔

ブレーキほ250km/hから50km/hまでは充電ブレーキにより,

50km/h以下の速度に対してほディスクブレーキによっている｡別

に【't勅列巾て別御装『こ(ATC)を設け,これと連動させて安全な運転

を子fなうようになっている｡

了抑iほ軽見で高速に適し,かつ乗心地をよくするという趣旨にお

いて,各椰の新機軸が盛り込まれておるっ

申体の外形の快諾にあたっては,校三郎こよる夙胴実験が行なわ

jl,川如こパラ房frj,機器冷糾‾口の空気取り入れに対して,十分な設
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鉄計上の検討がなされた｡床下機掛よその

ほとんどがユニット式にまとめられて保

寸の班を図った｡一九 走行紙抗を減

じ,スマートな外観とするため小体の表

面ほ凹凸のない設計とし,台わく下部に

はスカートを設けた｡

軽炭化のためにドア,タンク,.h三脚帖

造,その他に二机､て,プラスティックお

よび軽で†余が大IF如こ陸川され,既述のⅩ

柱鵬造などの採用により,申体において

極度の軽量化が阿られている｡

乗心地を改善するた捌こ,特に子｢申に

おいては各種.さ設計と試験が行なわれ,い

ずJtも枕バネに空気/ミネを使川したもの

としたが,客室においては,天井に取り

串

付けたヒートポンプ式空気も調和装托によ

って三三内の温度調整を行なうとともに,

空気の浄化を行なっている｡車体の断熱防音のた捌こ,りミ,Iぅ;択,

側の彷而に班宕そポリウレタンの現中充拙似り付けが行なわれてい

′コロ

ほ3.2 交直両用電車(401系,421系)

35年度にふ川言されたl=ヒ主】弧朋朋帥Jけ401系(5()c/s川)+れ亡び北ノL

州地K向け421系(60c/s川)女Il'仙川`iE小二ほ36叶比までにそれぞれ

281向,56巾が納入されウニ‡業捌転に投入さJLているが,37午止さらに

401系4･8和を追加′妥托し納入した｡ノ

既納中とのおもな和迩山ほ下Ji■Jのとおりであるて､

(1)女出切稗l･_-+路二日よび空気もしゃ帆諸宗糊j御川終を故山した∩

(2)1に拡叫互主阿路の∫川如こ朋放スイッチを新‾i二法し,交流区IJ-りで

の干仁回路点検を似ならしめた｡

(3)?㌍矢も遮断器を3～遮断のCBlO3形とし帆了斐機櫨の向上と

機関小との統一･を図った｡

(4)継石貨詩の一部に多接点式プラグイン紗｢に岩‡きを使｢1‾】し機じU小

の統一と既弊化をI司った｡

13.3,3 交直両用急行電車(451系,471系)

すでにづ才業捌釧-の′活祭縦川401系,北九州地【スニ川421糸山郷形

交向続伸川j′.L川叩こリlき続き,こからをけ休とした山+ヒム糾しわよひ`.J;ナ

祭線川451系(50c/s川),仙肋凸′イゞ紘一北作木組川471系(60c/s川)

交ゎ流急什掛卜を丁生川三Lた｡451系61恥じ8ノ]に終稚肘血糊範もナ

州どおりの仙戊続む修ムり10パから上町一仙f州Jでノj三′光jT別転に佐川

露

111

第9図 束撤退j沖枠線用上試作旅客`｢E申

さ山ているっ 471系は21何が納入され38年春から大阪一金沢間で

洋美逆転される予定である｡

この`【馴主は従火の如海ナ日直流`如l土の巾体に,交直両用運転に必要

な焼語注を装仙したもので,制抑逼劇中と1は掛韮動申を1単位とし,

これを1列上1叶に2～3i】1位細入し,一等川批ド,二等付随申およ

びビュッフェ小を辿私riしている｡

451系女山流′.訓‾りよこし行川であることと,遠距離まで走行し低プ

ラットホームの所があり,またりきミ冷地を走行するので,従来の401

系女1!′1二流一正小などに比べて,次のような特長がある｡

Jtよ砧速度ほ130km/hまでとし,主幹制御器の弱め界磁ノッチは

2段階とし,ノッチもどし制御ができるようにしてあり,機器その

ものとしては,401系交ii三流う訓くなどと同一形式であるが,寒冷地

も適するようたとえば給水管保温装臣‡など耐雪,耐寒設怖が施して

ある｡

】3.3.4 アルゼンチン向け一等客車

南アメリカへの愉出客申の第一陣として,アルゼンチン国鉄へ

200l■l踊内入されるデラックスな一1弓与客巾で,ディーゼル発電機,冷

んJ装拉,各種`芯気r■-∫--などの_1三要郎ノー■-1には,すべて口立替紺lで取りま

とめらjLたものである｡

銅休は柑こ小端術■脚こ対して幣l--ilな設計とし,鋼体,台巾ともに

塊り也の振動粂什を考促してう出慨な矢作で荷血試験を行ない,また各

種機持洋装仙による振助対策についてほ,十分研究した｡現地調査の

磯喝 磯喝磯
磯
叫

叩転･;

観餞観
取
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紆果,必ずしも日本同鉄のような傾秀な保守ほj削fJでき

ないので機器日体において保′･fに手田jのかからない設計

にするとともに,その取り付け,取i)はずしも空手jかこで

きるようにし,特に床下に取り付けたスカートは,なん

らの道具も必要とせず容易に開閉できるようにした｡

車体ほ優美な外観を有するものとし,客三三のほかに杓

物保管室,ボーイ案,便所,洗面所を抑え,内掛こステ

ンレス鋼板,ヒッターライトなどを使用して墳装を不要

にした｡腰排トはリクライニング式で広幅のゆったりした

ものとしたはか,足のせおょび取りほずし式テーブルを設けてあ

る｡天月二には蛍光灯を2列に弧左し,また各座肺ごとに呼出ベル,

試案灯を設仇 客ぉの一端に冷水器を.馴古した｡

■乍内は完全冷暖房となっているので,ニ郎耀窓隅造とし,スプ

レイド･アスベスト,ポリステレソなどによる巾体熱絶縁を行なっ

ている｡拐三下に装附した口立ユニットクーラー2f-√により,叫体に

組み込まれたダクトを通じて冷却された牛㌔乙を客三三に供給して冷山ブ

を行なう｡冬期ほ腰肝Fの乍E気ヒータにより暖妨を行なう｡これら

冷･暖房ほすべて制御盤,サーモスタットによって日動述転さjt

る｡

竜軌土町卜に取り付けたディーゼル充電機によって得られ,トラ

ンス,整流装揖などによって,AC220V,ACllOV,UC24Vを

得ている｡発電機が,万一故障した場合には,隣接中より1E力

の供給をうけて,換気扇の全数と,ほかの負荷の半数を運転で

きるようにし,また,作巾小ほ,外部電源をも使用できるよう

ソケットを術えているっ

口動電圧調紫ヨ別よ,多祥の`j三節′ン屯する,安定した-洲碓の

ものであり,卦琵与ヒr仙こはシリコン紫洗器を採用し,発一一己機発

サ∵電圧の変動に対しても,ロー飽和リアクトルを用いて,充謁′i琶

流をほぼ一定になるよう制御することによりシリコン整流器を

小形化した新方式のものである〔舞】2図は充電装挺を示す｡

柑･3･5 エジプトSE人仙F向け三等客車

日立製作所とエジプト政府5個年計矧｡ほの悶で締糾された

技術提携協定によって,エジプトSEMAF祉で量産される三等軒拝

の見本申が9月に船析みされたワ

ニの客車ほ,エジプトにおいて佐川するに適した仕様とし,また

SEMAF社で製作しやすい椛造言子㌫l･としており,弓･手水エジプト川鉄

の標準客車となるものである〔

SEMAF社において星座するために,口立製作所ほ話辻計,工作に

関する資料一切と,冶‾亡具を納入し,また工場設肺についても計由

をし,必安な技術員の教育をするというのが協定の骨子である｡

申体ほ形鋼,プレス鋼板などの樹立机ム合わせによる一体手航迄で,

客室内張類ほ塗装を必要としないようプラスティック系材料を捷川

している｡また高石民地荷を走子fすかl亡両であるので!晰熱設.汁にはと

くに注意し,扇風機,通風器によって換気をよくしている｡

電源は台車に装備され,車軸よF)プロペラ軸を通して駆動さ′れる

三相交流発電機により,発生した交流ほ整流装臣引こよってDC24V

に整流される｡天井蛍光灯用照明電源ほ,ターボ･インバータを使

用してAClOOVを得ている｡

滋高120km/hまでの速度で走行するので,か巨の設計にはとく

に考慮が払われ,必ずしも拉良の状態ではない道抹条件に対して,

十分なる強度と快適な乗心地を得られる設計となっている｡

13.3.占 路面電車およびトロリーバス

路面電弔およぴトロリーバス川棚御装掛こついてほ,多年の経験

と実掛こ韮づき,別在ほぼ既叩主化したものを納入している｡37くH江

も路面電申用としてほ,仙台巾交通J祁Jけ3両分,および西日本鉄

道株式会社北加内向け2両分,トロリーバス用としては,東京都交

績

第45巻 第1号

打fllL対 アルゼンチンー等客1li

窮12[窒1充 電 装 置

節13図 エジプトSEMAF向け三等客車

適応仙け9佃分および横浜巾交通ノiJ向け3内分と多数の制御装臣を

納入した｡いずれも紙拝賀に実動小である｡

13･3.7 直 流 電 車

巾糀`甘いこはriてナードにりは続き,名仙}地下鉄紺rE勅申,榊惧鉄道株

式三川二納大形旭抑ルE励小二二ま:ゴよび川過小,京卜市郎電鉄株式会社納

′芯励･ド,州-†+こ鉄滋株式会社(榊占J仙ノ淵ミ)納連接中,西日本鉄道株

式会社(北ノノ線)納拙技巾を納入した｡

名L仙L地F鉄柵rに助小二は,小形郎並のボディマウント式制御装置

を,相模鉄道株式会社および京上紆都電鉄株式会社納電動巾ほ,各

屯鉄より打.沖を｢申している日丁(標準形11州転式MMC制御装拉を装

肺しているて

刑1木鉄道株式台托(福岡市I勺線)納連接申ほ,車輪径660mmの

帆〔こ中川として1酔転式MMC制御装尺の製作経験を基にして,す

べての梯器の近代化を図って小形軽量とした新設計品で,制動転換

器をも机み込んだコンビネーション形主制御器,高さ403mmの単

位スイッチを純友込んだ断流器,波形リボン抵抗器の三つを主体と

したMMC LB-5B制御装挺を装肺している｡

13.3.8 モ ノ レ
ー ル

ロJ亡;処什所でほ仲ドイツのアルウェーグ杜との技術提携の下に,

本格的交通機関としてわが国最初のこ寝式モノレールを完成した｡

すなわち37咋3月,地方鉄道法によるこ圧式鉄道が,名古屋鉄道

株J･〔iミ什のラインパークモノレール線に誕+三,

たっ 延長1･41く1-1の規模をもち,路線はこう配と他線の連続であっ

て,このノ､∫烹ドイツ,イタリアの例と趣を異にし,軌道建設には非常

町112Ⅶ
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鉄 道

な難‾1‾二事を伴ったが,特殊な軌道けた架設巾などを縦横に駆使して

これを克服,予定どおりンご二l二して弾線ながらすでに延べ100万人に

近い輸送をなしとげている｡互1印jほMc,M,Mcの3両同定編成が

2編成あり,必要に応じて連結して6両編成とすることができるよ

うになっている｡

このモノレールにほ,監督官庁である運輸省の指導を得て,種々

の事故に対応できるよう,安全･保安に慎重な考慮が払われ,また

他の鉄道申両にさきがけて電子式自動列申停止装置(ATS装担)も

装備されて万全がj印されている｡

また一方その特殊な申体形状に適するようにボディマウント桃述

とし,前面から十分な保′＼ト点検が行なえるように特別の考慮が払

われている｡

これを一転機として,日立-アルウェーグが着実な発展を遂げ,わ

が国の郡市交通難解決に有力な手段を提供する時代がくることを確

信する｡

免許第2号として名乗りをあげたのほ,新橋】榔†l空港間141くm

を結ぶ日本高架電鉄株式会社のモノレールであって,39年度の加東

オリソピックに間に合わせるよう路線計画も終わって一部はすでに

着工している｡複線で最高速度80km/h,12編成の申両を投入する

ことになるが,これだけの規模をもったモノレールは世界にも群が

なく,完成の蛇にほ輝やかしい歴史の1頁を飾ることになろう｡空

港ターミナルにおける地下進入の問題,海岸地区における塩害のl!り

題,海上における支柱賂設,軌道桁架設のr7月題等々,数多くの問題

点をほらんでいるが,計巨和ま強力かっl央屯に抑進さJLつつある｡

日本高架′電鉄株式会社のモノレールと併行して,東京読売ゴルフ

場に設圧される延長約1.9l(mのモノレールを受注,設計小である

が,これは軌道けたの寸法が標準形より一山り小さい小形のもので

ある｡中線軌道で3両編成の巾が2編成作られることになってい

て,小形なるがゆえに子Tjl珊在造などに新しい考案が盛り込まれてい

る｡将来ほこカーtが日立-アルウェーグの遊陸1地向け牒準形になるで

あろう｡

13.3.9 台 車

東海道新幹線試作旅客電車川台ヰ:は,娼高速度2501(m/hという

ことで,同銑鉄追抜術研究所の指導のもとに設計したものである｡

高速における蛇行防止が最大の課題であり,幾多の新枕怖が盛F)込

まれている｡台車ほ完成後鉄道技術研究所の台車試験棟により高速

テストを行なった後,車体に装着されて昭和37年7月より試験線に

おいて,250km/hにいどむ現車走行試験が精力的に繰り返されてい

る｡

そのほか国鉄にほ,交両流電車用DT21B,DT32,TR64,TR69

形台中,客申用としてTR200形台車などを納入し,私鉄向けとし

ても,相模鉄道株式会社,京王電鉄株式会社,名古屋市地下鉄など

におのおの台申,駆動装置を納入した｡輸出としてほ,アルゼンチ

ン国鉄向けに一等客車用台車を製作供給した｡

13.4 鉄道用貨車,産業用車両および道路車両

製鉄所用貨車としては220t積受鋼台車,250t横綱塊台車,225t

横江入台車,90t積溶銑鍋串,36t積溶接鍋車などいずれもわが国

最大級の容量を持つ各種台車を多数製作した｡鉱石秤量車でほ秤量

方式,駆動装置に新方式を採用し,さらに自動運転制御方式を計画

している｡消火車用機関車でほ従来の電動機の極数変換による速度

制御でなく,流体継手と歯車の切り替えによる新方式のものを製作

した｡

特殊市中としてはレールガス∩‾三枝機を鮒′｢した∩これは女海道新

幹線のロングレール製作,半端レール,古レールの史正に使用され

また小形産業用機関車も多数納入した｡

第14国 名古屋鉄道株式会社ラインパークモノレール

113

拍15凶 東伽道新幹線試作旅客乍L川川卜■一に動f川(

講

第16図 国鉄トラ45000形無蓋貨唱

(試作鋼製あおり戸をつけたもの)

退路中山としては新製品として行程掃除巾を饗竺作し,またトレー

ラ,タンクローリなど新機種を製作した｡

13.4.1鉄 道 貨 車

36年度に引き続き国鉄のトラ45000形式無蓋貨小を一+1‾巧受注し

て,流れ作業による多量生産を行なった｡日立製作所笠戸_1二場の貨

車専門工場も37年初頭に完成し 設備の充実とともに一段と生産能

力は増加して月産約350両の威容を誇っている｡

トラ45000形式無蓋貨車は,36年度において床板と妻板の銅板化

を行なったが,さらに37年度にはいって,唯一の木製部であるあお

り戸の鋼板化が計画され,3種顆の試作あおり戸を受注製rFし,ト

ラ45000形式無蓋貨申3両にそれぞれ装着の卜納入した｡

また卜]鉄部内では,i訓くの大きさが巾検.テはJしつ/)こい),順次隅

造の切り替えが行なわれんとしているが,上述のトラ45000形式に

ついても,若干大きさを広げ,白亜を下げて,約2tの積載量を増

】 113-
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したトラ55000形式の設計が完成して,試作叫3印jを受i廿星川三小で

ある｡うち1両は新らい､試みとして,あおり戸の開閉を上ヒンジ,

下ヒンジの二様に操作できる柄造になっている｡

タンク申開係では一般に括況を宣したが,特に輸入プロパンを迎

えてプロパンタンク申の需要が多く,平均して月当たり12両の生

産に達した｡特に日通液化ガス株式会社より20t積プロパンタンク

申37両を受注し完納した｡

輸出としてほ,ベトナム共和同に30t積大物中を納入したが,こ

れは普通の低床大物車で,日立C-1台中を装着した｡

またアルゼンチン国鉄より,レッキングクレーンに付属する壬引1互

の注文を受けている｡これほまだj設計の段階であるが,フラットカ

ー,ボックスカー,作業員せ用叫,燃料タンク巾からなり,合計40

耐となっている｡

一般私有貨車としてほ,カーバイドタンク申など多数製作Lた

が,特に風変わりなものとして,旧鉄新枠線の工事用に,モビール

クレーンを積載する特殊台車を納入した｡これは台車上にモビール

クレーンの動輪を受けるローラがあり,これからチエソでjl一土輪に動

力が伝えらjtるようになっている｡したがって台中上に載ったモビ

ールクレーンが動輪を卜三1せば,動力ほ台中の申輸に仁王えられて鉄道

のレール上を走行できる｡つまりモビールクレーンの活動抱州を鉄

迫の､1二にまで拡大したことになり,†馴1で性臆が出いため好評を村

て追加発注分を含め狭軌用4両,Jム軌用4両,計8l■【絃納入Lた｡

13.4.2 スクラップ台車

大同製鋼株式会社知多二I二場に納入した100t杭クラムシェルf一丁小

ほ,t′Ⅰ走式のスクラップ運搬台咋である｡本台軸まナナわく__l二にクラ

ムシェルを杭み,この中にスクラップを積んでスクラップヤードか

ら丁に端折まで運転するもので,走行ほすべて速力制御さJt,付+1二は

逆転台,または地上のリミットスイッチで自動的に行なわれる〔

13.4.3 受 鋼 台 車

八幡製鉄株式会社ノ‾咄‖懲竺鉄桝にわが凹拡大の220tもー汁に軌受鋼fr

J】主2両を納入した｡本台中ほ転炉から造塊工場までの#≠鋼迎搬に使

用されるもので,逆転はすべて速力制御される｡J袋電装i和まl‾l‾ご/二独

特のキャブタイヤケーブルを使用し,十分な防熱がなされている｢.

溶緯鍋申との連結器解放のために,目立サーボリフターを使用して

大きな力を出すとともに,解放時に連結器の引張状態をゆるめて解

放を容易にしている(特許出顕中)｡

一方,川崎製鉄株式会社千葉聾望鉄所にもはとんど同じ稲造の220t

横転炉鋳鍋台車2両を納入したっ本台申はトロリ線から#三電してい

る｡

13.4.4 消火辛けん引用電気機関車

日本鋼管株式会社水江製鉄所に納入した交流18t消火申けんリl用

電気機関車は,主電動楼の助力を神速機,流体継手,変速機,プロ

ペラ帆 減速機,車輪の順に伝達する新駆動方式を採用している｡

従来この種機関車の高低速切替えは,電動機の極数を変換する方式

によっていたが,木椀閃申では,空気操作により湿式クラッチを切

り替え,歯車かみ合を変えて速度変換を行なうもので,流体継手に

よってトルクの急変を緩和する(特許出願中)｡木方式の採用により

汎用の電動枚を鹿用することができ,また制御方式を簡略化するこ

とができるなどの利点を有する｡

13.ム5 鍋 台 車

富士製鉄株式会社室蘭製鉄所に90t積溶銑鍋台申11両と溶銑鍋

14僻を納入した｡これほわが国最大容量のものである｡溶銑鍋は天

井クレーンによっても,また台車に乗せた状態でも傾倒して汀銑で

きるようになっている｡また鍋の恭如こ柄銑が什荊して鍋の安漣が恐

くなり,輸送しぃに推さ銑があふれHる危険を防ぐため,スクリュージ

ャッキにより傾きを修正できるようになっている｡

評 論 第45巻 第1号

第17図 大同製鋼株式会社知多工場納

100t横クラムシェル台車

第18図 八幡製鉄株式会社戸畑製鉄所納

220t机電動受鋼台ヰ

｢て:ニ
毒

手

ヽ､

毒 ●､も

一 書

第19図 日本鋼管株式会社水江製鉄所納

18t椚火車けん引用電気機関土ti

一刀i糾繋鍋か巨では川崎聾望鉄株式会社千葉製鉄所に36t枯転炉轄

鍋巾5両を納入した｡この種台車でほ最大額量のものである｡

13.4.る 注 入 台 車

R本冶金株式会社川崎製鉄所納35t横江入台車ほ台枠を鋼板溶接

構造とした自走式台車である｡台車移動範開は短いため,ピット内

にサイグロ減速機とリンクチェンによる台車けん引装置を設け,遠

隔操作によって運転する方式である｡

八幡巷望鉄株式会社納250t横綱塊台申はわが国最大のもので,台

枠,台車とも一体鋳鋼製である｡台車ほゆれ枕式二軸ボギーを4台

使用し,強固な枕バネによって鋼塊落下の衝撃荷重を緩和してい

る｢.f浸近でほこの種のf仲は,子㌻粋が-▲体鋳鋼から鋼椒柄按椚造に

変りつつあるが,市⊥製鉄株式会社にほ鋼板溶接台枠の225t横江

入台申を納入した｡鋼板溶接構造の台枠を使用したものとしてはこ

ー114-
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節20国 富士製鉄株ユ(会社名姻懐紙所納

90t折柄銑鋼fT中

節21国 八幡琴珪鉄株式仝礼納250t材i鋼J‾娘子川(

第22図 レ ー ル ガ ス 旺 招 機

れが屁大のものであり,その成一果が期待される∩

13.4.7 レールガス庄接機

東海道新幹線には全線にわたって1,500mのロングレールが敷設

されるが,このためにレールガス圧接機を多数国鉄に納入した｡こ

れは2本のレール端面を加圧しながら,周閃を酸素アセチレンガス

で加熱して肛接するもので,強度的に最も信頼のできる溶接法であ

る｡したがってロングレールの製rFだけでなく,鉄道会社で古レー

ルの良い部分だけをつないで更正させたり,製鉄所で半端レールを

つないで定尺レールを作ることにも使用される｡このt‾川勺のために

信士製鉄株式会社にも1台納入した｡木椀は簡榊こ分解して運搬で

きるため,逐次移動して現地で肝描作業できる利ノたがある｡

は4.8 産業用小形轢関車

(1)鉱‥l用電気検閲申

36年度に引き続き新標準形鉱‥t川花気概関Tltを芥1巾ずつ大分

鉱業株式会社および絞れ炭砿株式会社に納入した｡

松砧炭砿株式公社納の制御装和ま出様制御器の接点の消耗を防

ぐため主回路電流を両棲制御器で遮断せず,別に設けた花磁接触

器によって遮断する方式になっている｡

(2)蓄電池機関申

標準形2t串をはじめ4t‡h 6t†托 防煤形4t巾,6t巾,

8t車も多数各地に納入した｡

常磐炭鉱株式会社神の山鉱業所に2両納入した防爆形8t串に

ほ諮電池の過放電を防止するための小二流析静電力計,その他花源

電圧計,主阿終電流計,速度計といった一命種計器を取り付けた｡

第23【裟1申用シャシを使った7t杭

プロパンタンクローリー

13.4.9 道 路 車 両

(1) プロパンタンクローリ

プロパンタンクローリは,液化ガスの愉入に伴って急激な浦安

の膨張を続けているが,郡山の交通制限から大形I′1励巾は除外さ

れることになったので,7tもーiのローリの濡要が伸び

る憤ド小こある｡

従来タンクローリのシャシとしては,譜通のトラッ

ク川シャシを一部改造して利川L,これにタンクを架

装するのが何であったが,大形ローリになると,舟し

をも少し下げたいとか,可ill癌配分が理想的にゆかない

とかいった設計的な両で棚容れない広がFllてくる∩ これを解決す

るためにl‾一躍ヂーゼルニl二業株式会社と防力して,7t那プロパン

タンクローリ川の‾l､【川1シャシを開発した｡このシャシは,タンク

粥心を■Fげるためにフレーム桃架を特殊形状にしてタンクをフレ

ーム内に落し込み,またタンク長さと見合ったホイールベースと

して軸前の配分をバランスさせ,トレッドを拡大して安定性を蛸

すなどの方策を講じてあり,日立製作所製のタンクを架装すれば

巾'1二ちに標準7t積プロパンタンクローリができ上がるf‾l二組みにな

っている｡またタンクの一方もバルブ類を直接タンク本体に取り付

けて,従来のようなフレームの下を通る配管を止めるなど,架装

作業が容易なるほか,保寸にも付利なようにとの円山鼓がなされて

いる｡

(2) タンクトレーラ

大形化の似向ほさらにタンクトレーラまで発展する可能性もあ

り,また一方では田地などを対象にした小回りのきく小形タンク

ローリ,あるいはタンクコンテナーの計画も目だちはじめており,

これらに対する準備も着々と進められている｡

また一般的にローリ輸送というものが活発化しており,化亡)ア工

業の新分野開拓に伴って,特殊な英一■i7-のローリ輸送がはじめらjt

つつある｡口_)梢婆作所としても,PPG,TDI,POといったポリウ

レタンフォーム関係の薬品用ローリを手掛けることになったが,

安全防護の面は十二分に考慮して設計が行なわjlた｡

36年度試作を行なった国鉄大外二上場向道中用特殊トラクタおよ

び防衛けの附走路掃除巾は,37年度においておのおの2両ずつの

発注を受けた｡

(3)大形トレーラ

大形トレーラの分野でほ既納の300t析トレーラ,210t看Lいレ

ーラが好調に実動し,実績が大いに上がったということで,∩木

通運株式会社より只例の感謝状を受け,さらにこれらトレーラの

部l抗として,180t杭ガーダーー式を受注した｡

なお特殊なトレーラとLて,関西電力株式会社納移動変昭所川

トレーラ2両を受注Lて製rF巾である｡

(4) 日立標準形トレーラ

最近建設機械,椙機,化ビア機器などの,花見品輸送が椚大して

いるが,これに対処Lて肘枕論20t,30tおよび40tの各棟トレ
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ーラの標準化を終わり,専門工場による生Jろ三態勢を確‾､1(し,描送

会社,土建会社そのほかに納入,各方面で好評のうちに析躍して

いる｡

これら標準形トレーラは,現申の走行試験を実施,糾載克行小

の,各部材の変形,応プJを測定して,合印｢l勺な.;貨↓汁,拳法n;がなさ

れている｡

(5)椛内小形スイーパ

工場,倉庫,駅肺l勺など比較的狭い場所の括抑を対壌にLた桃

l勺用小形スイーパを完成した｡

このスイーパほ,自走しながら路面上のゴミをすくい揚げると

ともに,バキューム装置を併用してすくい揚げの際生じるホコリ

を吸引してテ戸紬】けるもので,l【二l二径3cnl程度の大きなゴミから,

微抑な痍挟まで揃覇王でき,人力で桁掃する場糾こ比較し能率,打f

揃度ともに二肘掛こすぐれている｡本スイーパは発表後多大の反響

を呼び,すでに各社に20両を納入し,従来人力に全面的に依存

していた,工場構内などの清掃作業に括肺しており,今後柄掃作

‾業の能率化に,大いに1■t献するものと期待されている｡

(6)日‾たDM15形ダンプトラック

木ダンプトラックは,町作∩37fF6月より前岡り.～jl氏炭鉱におい

て,ホ朕の露天抑に佐川さjL,強ノJなけん′パ:ル がんじょうなフ

レーム,走り装ふ㌧■亡など,その抑艮を十分に発押して好.汗を博L.て

いる｡

一方,拍近の製鉄所では,敷地の有効利川,愉送の介理化をほ

かるため,泊路巾両の大腑な採和が考えられるようになってき

た｡たとえば,転炉川スクラップ装入ダンプトラック,1口運搬

川ダンプトラックなどが,実川化されるようになF),22t析スク

ラップ装入ダンプトラックが完成した｡

13.5 車両用電気品

13.5.1東i毎道新幹線用試作旅客電卓用電気品

火海道線輸送緩和策として,広軌新線による油海道新幹線が昭和

39年に営業開始される予定である｡こjtに佐川さj‾しる交流電中は水

石(一大阪間514kmを約3時間で走破することが計画され1昨年来

種々の基礎研究および試作がなされてきたが,その胡三大成として,

試作電申が昭和37年6月完成し,目下モデル線区で起高速度250km/

hにいどむ各種の性能試扱が実施されている｡これらを基にして量

産車約200両の設計製作が昭和39年までになされる｡以下試作電

申に搭載されている主要な制御電気■糾こついて記述する｡

(1)回 転 機

東海道新幹線用成r｢旅客電中川回転棟としてMT911形主電動機

(連続定格170kW,415V,2,200rpm)10台,2kVA電動発電撒4

f㍉ シリコン整流器冷却用1.51くW電動送風枚(プロペラフアン,

多翼フアン各2台)4≠キ,ブレーキ抵抗器冷却用電動送風段(プロ

ペラフアン)2台を製作した｡

主電動梯ほ通信線に対する誘噂障告を軽減するため,50%という

大きい脈流率で運転できるよう次のような対策を実施している｡

(1)ヨークの一部を積層している｡

(2)界磁コイルには熱伝達の良好なエポキシ樹脂一体絶縁を採

用し,小形軽量化ならびに信新庄の向上を図ってある｡

(3)補極コイルほコイル支えと鉄心を電気的に絶縁し渦流損を

少なくしている｡

(4)主極コイルは常時10%程度分路し脈流温度上昇を下げて

いる｡

試験結果では定常時ほもちろん電力中断,電圧急界などの過渡

特,高速における発電制動時でも良好な結果が得られた｡温度上昇

も上記対策により所期の冷却効果が得られた｡こjtらの結果から試

評 論 第45巻 第1号

q

郡:≡芋

-;鞍ン_

第24同 日立HSG-7K形桃内用スイ【パ

節25図 DM15形ダンプトラック

撃

第26図 MH901-DM形2kVA電動発稲機

作電帝の良好な運転が期待される｡

2kVA電動発電機は自動列車運転装置などの単相100V交流電源

を得るためのもので,蓄電池より給電され,走行中停電した場合で

も安全に自動列車運転装置が動作するようになっている｡確実な電

源とするためトランジスタASR装置およぴCPT電圧制御方式を用

いて出力変動範囲を±5V,周波数変動を±2′､に納めている｡第

2d図に電動発電機の外観を示す｡

電動送風機ほ車両用補機標準化の而から電動橙出力を1.51くWに

統一している｡

(2)シリコン整流器

13.5.3シリコン整流器参照

(3)空気遮断器

従来の交流車両用空気遮断器が車両屋根上に設置されているのに

たいし,新幹線試作旅客電車用空気遮断器は電車の走行抵抗の増大

やパンタグラフの付近の気流の乱れなどの悪影響を減らすため,車

体床下の高圧機器箱にとり付けるように設計製作した｡したがって

寸法や屯量に極度の制限を受け,かつ操作時の音響を低くする必要

がある｡木器ほこれらの要求に応じたもので第27図に外観を示す｡

おもな仕様は次のとおり
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形 式

完三格 了に圧

定 格 電 流

定格遮断搾遺

話柄遮1附1江川

滋桁拙作気上[

CIi901

30kV

200A

lOOMV八

3サイクル

8lくg/cll12

(4)低圧タップ切換器

舞28図にその外観を示す｡この切換器は主変圧署旨二次タップ

に垣接つながる8個の選択接触器,2分割された主変圧器二次巻

線の和差動接続を行なう2個の接触器,タップ切換限流器を組み

合わせて接触器を次々に無電弧で切り換えるための3個の切換用

カム軸遮断器とこれらの付属制御装ほより構成され,主変圧器の

二次8タップと和差動巻線を次々に切り換え25段の制御段が得

られる｡カム軸の制御はカム罷動機により,その操作は制御棒付

シリコソ整流器を用いた新しいものであり,従来きわめて保安困

難であった操作継電器の伽守は悼無となった｡おもな特長ほ下記

のとおりである｡

(a)高ひん度に抑え枚構ほきわめて堅田であり,100万回ノ

ッチの寿命試験で,半永久的に使用できることが立証された｡

(b)遮断性能がすぐれており,最大詳解アーク時間が大で,

1ノッチ切換速度0.5秒に対し0.22～0.24秒の余裕‖抑】があり

きわめて確実である｡

(c)切換川遮断器のアークによる消耗品がきわめて少なく,

50万回ノッチ当たりわずかに3グラム相性であり,新幹線のよ

うな高ひん度大電流遮断の条件でも1～1.5年閃使川にi‾nけえう

る｡

なお,選択接触器の連続通電電流は800A,切換遮断器,利

差動切換接触器のそれは900Aである｡

(5)ブレーキ制御器

弟29図にその外観を示す｡高速度中内にあってはいかにして

高速を得るかもさることながら,いかに安全,確実に高速から枠

中せしめるかがより大きな課題である｡この電車では250km/′h

から50km/hまでを発電ブレーキにより減速するがこれをつか

さどるのがこの制御器である｡2群の主電動概評をそれぞれ別仰

に1台の制御器で制御し,高速時の満走限界を考慮し,限流伯を速

度により3段階に切り換えながら18段の制御がなされる｡2群

の抵抗器を制御する14×2群の抵抗接触器,前後進および力行制

動を切り換える9×2群の接触器とその駆動装置ほかよりなり,お

もな特長は下記のとおりである｡

(a)すべてカム接触器式とし動作確実,保寸容易とした｡

(b)カム電動椀の操作は制御植付シリコン整流器によi)無接

点化された｡

(c)電空式逆転器は使用せず,組み介わせカム帥こカム接触

器として組み込み,前進力行,同ブレーキ,後進力行,同ブレ

ーキの4位置とし力行からブレーキへの切換時間を短縮した｡

(d)常時スポッティソグを行ない,空走時間を短縮した｡

(e)限流装‾霞も無援∴ミ化された(DCCT＋磁気増幅器)｡

なお,主回路電圧は2,000V,主回路馬流は逆転カム接触器は

550A,ほかは350Aの連続換貰て通電に相当し最大投入馬流ほ

1,000A越えるが木制御器はこれに十分に耐えうる｡

(6)ATC装置

速度制限機能のはかに,スポ､ソティソグ,減速J珪選択機能をも

有する自動列申制御装『モである｡

(7)主抵抗器

主抵抗熟ま発電ブレーキ時のみ使用し250km/hから501くm/h

までの減速のた捌こ常時使用される｡1両分は1箱に収められ電

両 117

第271実1CB901形電気遮断器(遮断部側)

第2S図 低圧 タ ッ プ 切換器

第29図 ブ レ ー

キ て別御者芹

節30Lズ!主 抵 抗 語芹

勅送風機で強仰+通風される｡航抗休は特殊任延クローム鋼を使川

し符状連続銅体をf勺渦巻形に配し,歯形状の耐熱磁器がい子で両

側から支える構造とし,通電部分は機械的接触や溶接も極力さけ

て,高温に耐え,振動衝撃に強くするとともに断面掛こ対し表面

析を大とし冷却効果を大ならLめている｡また熱による抵抗体の

伸縮に対し相和こ接触することがない｡なお,本紙抗器は送風機

停l卜状態でも250km/hの満速度から1度は電気ブレーキが可能

なごとき特殊条件にも耐えうるものである｡

第30図にその外観を示す｡

(8) そのほか

(a)主幹制御器 9段の主ハンドルと3段の副ハソドルに

ょり25段制御を行なう｡椚造は操作を容易にし,運転士の足

まわりを広くゆったりとさせるため,従来の縦形水平回転式か

ら,横形前後操作方式とし,逓転士前面の運転台に埋め込み叩

体構造の一部となっている｡舞31図にその外観を示す｡

(b)継電器頬 特殊なものを除いてほすべて多接点プラグ

イン式継電器とし,速断電流の大きい回路に川いるものは磁気

吹椚形とした｡

(c)イソバータ電動発電橙用定電圧装置 トランジスタを

使用した[1勘定電圧装躍を用い,入力電圧および負荷の変動に

対してもきわめて安定であり,自動列車制御装置(ATC),列

車無線,限流装置など筒中の神経系統の電源を供給している｡
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ほ5･2 交流車両用制御機器

北陸本線,東北本線,侶磐線の交流電化の仲凪射毎迫新幹線

モデル線の完成,インド向交流車両の受托などに伴なってEF70

形およびED71形交流機供川て,EF80形如与二流機l朴1く,州圧迫

新枠総称州′｢旅ノ糾E･卜,インド‥1紙向交流機関中および甘1iなと

に毛別乾される然様唱1川-が次々に鮒′l三された｡

(1)EF70川J'抑タップ捌負語:子

北陸線用EF70形交流機関巾11抑こ搭職川のⅠITC7桝肝

タップ切換器が)三成した〔第32図にその外観を示す〔おもな特

長および仕様は下記のとおりである｡

(1)l占僅側セグメント偶数,詣数タップを列に分けて縦に配

列Lタップ閥距離を十分とi),かつ各タップは完全に独了ン:させ

ているので納｢flの絶赤刻推進はきわめで安全である｡

(2)叫勅封三電部はローラ式とL,細川+操rl三部に低摩擦係数の

介成樹脂を採用するなど州･の金属粉発生による絶縁州の射ヒ

が少ない椛造となっている｡

(3)制御回路はカム仙操作方式とし,保守が解易である｡

(4)限流机抗講別ま地紋鋼爪を使川しノ接触部のない構造とした

た〆),詐州別立カミー1'Hなり′ト形化されるとともに附才力ミゲ子妨で

ある｡

形 式 縦形ローラ式

完

走

格

桁

唱 口三 13kV

芯 流 300A

タ ッ プ 数 25

てIiU御 電 陀 DClOOV

制 御 方 式 操作電動機式

(2)ED71高旺タップ切換器

37年度製作ED71追加5両にほ, 高圧タップ切換器HTC9

形が採用された｡対悶絶縁およびタップ悶絶緑距離を大きくした

ほかほEF70用HTC7形と同一である｡

EI〕71と同様のものを4個川いている｡

工 な 仕 様

形 式

ノと

定

桁
桁

タ ッ

叩仙

叩岨

プ

作

流

数

制 御 電 圧

制 御 方 式

縦形ローラーノ℃

20lくV

150A

25

DClOOV

操作電動機式

カム遮断器は従来の

(3)EF80用空ふも遮断器

この遮断器ほ安和流両用として,今までの小向川遮断器より通屯

糾iモを増し,1時間定格1,800Aとして設計した｡操作部は祁助空

気だめ,主允電磁弁,街路部操作シリンダなどを順次組み1ンニてる

とおのずと空気通路が形成さカtるいわゆるフレームマウントパイビ

ング方式を収り入れているので侃附乍業がなく,分解ノ､く検はきわめ

て了抑亡乞で伽寸ほ字ゞ易である〔

おもな什様は次のとおり

形 式 CBlO3B

〓
‥
花
川

花

信

桁

桁

定

小姓

定格遮断帝呆

完格遮断時r川

芯格按rド気圧

交流1メニ川

24kV

300A 油紙

100MVA

O.06秒

7kg/cm2

両統区｢‖]

1,500V

l,600A 迎 統

1,BOOA l11洲口

(4)インド国鉄内け交流電車用電気打.

インドの交流花中として初〆)ての甘1(が試作され,欧州各円と

評 論

(毒萄

第45巻 第1号

耶31l_ズ1十 幹 肘j 御 許詩

第33岡 CBlO3B形

空㌔も遮断講話

節32図 HTC7形

打石托タップ切換詩話

技術を遊芸うことになった｡この花巾のパソタグラフ,空気ブレー

キ矧仙ま先プ淵鼠甘■であるが,空気遮断器,主変圧器,低圧タッ

プ切換器,シリコン整流器,主電動機などはすべて日立製作所で

設計,製作したものを用いている｡低圧タップ切換器はセレクタ

スイッチ10個,遮断スイッチ3個を用い,東海道新幹線試作旅客

電申用として長期寿命試験を行ない好成績をあげたものが用いら

れている〔仙御矧琵としてはこのはか,断流器箱,弱界磁接触器

節を妹下に収り付けている｡これらほ防じん,防水にも十分意を

川いている〔似滋継電器などは運転零抒面に制御装柁箱を設けこ

Jtに収納し保守,点検に便利なようにしてある｡

(5)インド円鉄向け交流機関車用制御装樫

現地で好評を博し暗躍中の,既納10両口の実掛こより,引き

続きインドIiヨ鉄から28何の交流電気機関車が追加発注された｡

∩立製作所は前回同様制御電気品の設計,製作を分担することに

なっている｡

今回の機関申は,機関車運転のほかに,機関中前後に接続され

た丁別御中運転宣言から,限流継電器による｢三l動ノッチ進め運転もで

きるように計画されている｡

制御中道怯宅の制御局気品56両分の設計,製作も日立製作所が

担当した｡粘着′伽巨向上のための電気的軸亜補偵装匠,空転検出

継冠掛こよる1]動砂まき装置および自動ノッチ進め装置など電気

r■-‾lT-の追加があったが,逆転器,弱界磁接触器のカム式化による小

形幅炭化,小形継電器の採用などにより,限られた寸法,重量内

に収納するための努力が払われている｡おもな電気榊ま機器オ)く

2わく,仙御和2箱に収納しているノ∴(は既納中と同じである｡

(6)ED30用新形継電器

ED30形交巾機関巾用として製作した継電器は,交流継電器5

稚,椚流離電器2種,限時継電器1種があるが,これらの継電器

ほすべてト寸一帖拉で突き介わせ接続形淋TE器と呼ばれるものであ

る｡

この継冠語別ま,ヒンジ部分に小形ポールベアリングを使用し,

軌:くは,光跡こ銀醸化カドミウム合金を取り付けた,板バネの接

触指を使川し,叫勅丁▲に連動した操作力ードによって,接点の開
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閉を行なわしめている｡外部へのづ=t‡線ほ,ベースに,岨め込まれ

た座に,ボルトで川足され,ボルトの頚部と,継電器の収什板の

表面に設けた接触什とが突き介わせ接続鵬造となっている｡継′一に

器本体は,プラスチックカバーにおおわれ,防頗梢造となってお

り,継電器の取りほずしにほ,外部配線およびプラスチックカバ

ーの取りほずしは不要である｡接点数は常時開および侶時閉接山

を,両統継電器でほそれぞれ4組,交流継電器では2組設けてあ

る｡第34図ほ交流過電流継電器である｡

13.5.3 シリコン整流器および水銀整流器

i卵川]整流器としてはシリコン整流器が品推の段1捌こほいり,大

容量シリコン整流器を多数納入した｡おもなものをあげると

(1)EF70形交流機l朴lりロシリコン紫流器

2,430l(W/750V/3,240A18fr

(2)新幹線.拭作電1り‾｢けリコン_幣流旨工き

1,500kW/1,660V/900A lf‾｢

(3)EF80形交但流機l兇一利11シリコン紫流㍑:壬

2,200kWl,500V/1,463A 507乙√(鮒′ド小を糾二1I)

(4)451女山流′■か+-i川シリコン整流器

810kW/1,350V/600A 9子r

である｡このほか401交わ糀電小二川810kWシリコン盤流肌山加10

子㌻分を乍垂竺作した｡

水銀紫流器ではED71形交沈`芯小川2,046lくW水銚整流語注の山加

5内分を製作した｡この形の水銀整流舅別よ′介計47巾となった｡

(1)EF70形交流俵関｢-li用シリコン亜流苫旨

本年はじめより続々と逆転にほいり,苔よ在まで好調な収納なあ

げている｡わが同応初の大容品幹線機快川川Jの_坑JJたシリコンニ壬汚統

語汁である｡

(2)如粕迫新枠鮎㍉拭作旅客`-かl(川シリコン紫流㍑:､手

業非のトップを切ってPIVl,500Vのl仙lり‖ニノ臼シリコン■1ミ乍統裁

イせ位川し,嘉子数を人帖に減じ 山検仏土J､1:を仙利にし抑の小

形,軽量化をはかった｡

(3)EF80形交山流機l渦中川シリコン盤流淋

常磐線上野-､†叩耶こ使用される交巾l巾m機l朴11=卜ごあり,その

偶造はEF70形機的中用のものとほほ同じであるが,フアンを別

に設けてスペースの減少を図り,272個の素了せ1寺酌こ収七子し

た｡主回路用シリコン整流器のはか,暖房fHM-G,制御用M-G

に対する逆流阻止用シリコン整流器を内蔵している｡

(4)451交直流電車用シリコン整流器

滞磐線,東北本線の急行電巾用であり,その解-F_l;二ほすでに品d三

されている401交直流電車用と】可じであるが,PIVl,000Vの素子

を使用して素子数を減らし,北日向けとして耐雪隅造に設計した｡

なおこのほかインド向けとして912kW電i‾l川jシリコン盤流器

1台を製作した｡

は5,4 交流車両用主変圧器

交流車両の本格的量産に伴い機関小川主変旺旨諒とLて,√.甘常春卯-J

EF80形交直流電気機関車用TM7形,TM7A形2,260lくVA主

変圧器43台の集中生産のほか,東北本線増備柑のED71形交流電

気機関車用TMIA形2,490kVA主変圧器5台せ了知作した｡

TM7形およびTM7A形主変圧器は,今までの機関車用主変圧

器に多くの改良を行ない,総重量(実測)はTM7形4,250kg(含

油390J),TM7A形4,350kg(含油400J)と油量の節減と小形軽

量化に大きな効果をあげた｡その外観を弟37図に示す｡なおEF

80形機関車用電気品として上記以外に平滑リアクトルおよび計器

用変成器も最座した｡

常磐線向の401系交但軌■E中川′rM2A形_l三変什器807lくVA12

台,同線および東北本線急行用としての451系交直流電車用TM2B

串 両

節34上宝1交流過`屯流離`i‾E㍑詩

祁35l_実l火細道新幹線i拭作欣客電小用

1,5001(Wシリコン整流旨謹

節36図 EF80用2,200kWシリコン整流器

119

轡

第37阿 EF80形交直流依関心用TM7J仔_j三食Jlミ諾:壬

2,200kVA,単相50c/s20kV,送油凪冷式辞封形センターコア一夕イブ

形壬変圧器972kVA17f㌻などの量産と,脚梅迫新枠姐試作旅客電

車用のTM900形主変圧器1,810kVAl台を製rドした｡
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TM2B形の外観を弟38図に示す｡東海迫新枠払拭r朗た省電小

川主変圧器は外鉄形を採用した｡

13･5.る 直流車両用制御轢器

(1)1回転式MMC制御装置

簡削こして高性能な,制御装茫として昭和34年度に開発した

1回転式MMC制御装置は,その陵秀な性台巨が各電鉄会社より托

目されているが,37年度も京王帝都電鉄株式会社2010形電札束

武鉄道株式会社地下乗入れ電車,西武鉄道株式会社高性能新形通

勤中,相模鉄道株式会社6000形電車用として納入した｡

(2)低床車用1回転式MMC制御器(MMCIノB5B)

西日本鉄道株式会社(福岡市内線)の連接巾用として,低妹小

川1回転式MMC制御器を製作納入した｡

これは1回転式MMC仰+御器の製作経験を基に,すべての機器

の近代化を図って小形軽量とした新設計瓜で,制動転換器をも王

制御器内に組み込んだコンビネーション形であり,高さ403mmの

単位スイッチを組み込んだ断流器および波形リボン抵抗器ととも

に,中輸径660mmの低床中の床下に,十分ぎ装できるものであ

る｡第39図にこの主制御器の外観を示す｡

これは電車線電圧600Vにおいて主電動機50kWx47き†のfli【例

解品をもち,一部改造して絶縁を強化すれば,電中線召紺三1,500V

において60kWx8台まで制御吋能である｡

(3)バーニアノッチ式VMC洞御装跨

バーニアノッチ超多段式制御装掛ま磁気増幅器式無接点ノッチ

進め制御を行なうので保守が鮮易である｡空転時は限流抵抗をそ

う入する空転再粘着装置を備えている｡粘着不安定領域まで加減

速に利用できるので,等申長のMT編成でありながらMM編成に

匹敵する高加減速度を得ることができるなどの特長をもち,すで

に近畿日本鉄道株式会社名dI出線1600形電串用,奈良線900形態

叩用として合計21セットを納入し好評裏に営業運転中である｡

37年には南海電鉄株式会社の本線および高野線を走る経済中川と

してVMCLTB20A形バーニアノッチ式制御装置2セットを簸廷

作した｡策40図にこの外観を示す｡これは全界磁直二列25段,全

界磁並列25段,弱界磁8段の電動と,全界磁49段の発電ブレーキ

付で今後の南海電鉄株式会社の通勤中の標準形制御装挺となる｡

(4)国鉄納電動車制御装置

36年度に引き続きCS12A形主制御器,CB12形,CB13形

遮断器を量産した｡さらに東北本線,北陸本線の特急電車用とし

てCS15形主制御器を上越線,信越線,中央本線の中距離新形電

申用としてほ,CS15A形主制御器を製作した｡弟41図にCS15

形主制御器の外観を示す｡CS15形主制御器およびCS15A形

主制御器はともに主電動機120kWx8台の制御容量をもち,前

者は弱界磁のノッチ戻し制御が可能であり,後者ほ弱界磁のノッ

チ戻しと抑速ブレーキのノッチ戻し制御が可能である｡これらの

制御器にほすべて,従来のフィンガー式逆転器にかわって,日立

製作所が開発したカム接触器式逆転器が使用されている｡これ

らの制御器に組み合わせる遮断器としては,従来から量産してき

たCB12形,CB13形遮断器の電流容量を増大した CB12B,

CB13B形遮断器を,主幹制御器ほMC37A形を製作した｡

新しく計画されている近郊通勤用103系電車用電気打●としては

カム電動機無接点制御装置,CB25形遮断器および主抵抗器を製

作した｡

(5)主抵抗器

連続帯状抵抗材をフラットワイズに加工した新形リボン机抗器

は昨年に引き続き,相模鉄道株式会社,西日本鉄道株式会社(福

1拘市内線),京王帝都電鉄株式会社,西武鉄道株式会社,東武鉄

道株式会社に納入した｡単位重量あたりの容量が,従来の1.3～

減車

評 論 打‡45巻 ムー1号

打‡38L宝1451系電車用TM2B形土変虻器

972kVA,単相50c/s20kV,送油帆冷式,

不燃性抽入密封形ラジアルコア一夕イプ

第39図 西口木鉄道株式会社鮎倒‾I-1i内線納
MMC LB5B形主制御器

節40図 南軸電鉄株式会社納 VMC

LTIi20A形王制御器

第41図 CS15形 主 制御器

艶

鸞

第42図 京王帝都電鉄株式会社納

RRWHllOK8形主抵抗器

1.4倍にとれるため小形軽量となり,その部品の員数,種類が少な

く,解体,組み了て/二ての容易さおよび端子部分を除いた楼械的接触

部分のない構造が好評を博している｡また,この抵抗器は国鉄の

近郊通勤中103系電車用および東海道新幹線試作旅客電車用主抵

-120-



道 車 両 121

抗岩如こも採用された｡

(6)路面′さ宣中用制御隣旨旨

路面屯小用制御機H別よIl二j二様;lj柑帽旨,日助遮

断器,主航抗器,カノビスイッチといった標

準占I†lで構成されており,36勺二度に引き続いて

仙台巾交通川,杓Il木鉄迫株式会社に納入さ

れ好評を付ているr､
耶431対

(7)トロリーバス川て舶…り機語注

37年度■製作納入した既訳‾｢け交通ノ‥川川J御装flr′壬3山分は,雌糸州‖-Ⅰ

よりさらに保ノ､1:ノ∴く倹を容易とし,小形帳造化な世才り,`芯†尉釧如

器,継電器,補助机机器斯を一打して小体の後部トランクに収納

する構造とした｡弟43図にその外触を示す｡その他__l二附Iilj獅拭壬

のシリンダ申如こ肘J勘弁を巾接1ikり付け,レ/ミー,リンク横川せ冊

易化し,この関係の調節を非削こ†桝itにすることに成功した｢.

(8) 日立-アルウエーブ川てIilj抑装ト1

名了l■-垣鉄道株式会社ラインパークモノレール組に納入したモノ

レールカーには,モノレールカーの独flJな条什と制約の‾卜に幾多

の考慮を払ったボディマウントン〔制御矧Jノ仁を一歩豊作したr､

三l三制御掛よカム帆 カム描触器,カム屯励機継TE語注発iなどなま

とめて一つの枠に収F川+､け,山枚ほすべて仙耐からアイ･なえる桃追

とした｡

断流掛ま逃l桝時のアークが中外に溢りiすることをさけ,肘､1‥,

ノ､rこミ倹の班を考慮した--･ノ山■､く検の__1二仰芯鎚乍㌔も式す伽tスイ､_ソナたイ聖日

用した｡

二二l三鵬抗掛よ瓜了Ii仙丘風な子iない池月ラリボン鵬机旨:‡糾射11L･たr-.

主幹制御掛ま運転三三機器軋71γたを検.㌻寸し,i唱転二l:の川代性,械什

などな考慮して駅形を採川した｢.伽二女装置亡としてほTE気ンしfゴよび

窄気式デッドマン矧Fて仁を抑えているr､またニト節制御講:手のカバーは

王匡転三三被と共用して,〕三協むこ付フよしている｡

50点電気連結当別工密荊通約器の+二ご附こ収r)付けらか,隣帆付連

糸吉と同時に,各電気接ノ∴(が接触して電気川路が椚成さか,舶戌閃

の連結,解放は㍍ょも回路,ニノ:竺_1tl州一行ともに巾l勺から拙rドできるよ

うに考旧さJLている｡

(9)MG川日動1‾に上上凋盤器

トランジスタ自助1-EIt調盤器

トランジスタを使用したFl勅`一正旺調盤器の納入数ほ,約50カモ子√に

も達し,いずjtも好湘に尖軌･いである｡大宅手品のシリコントランジ

スタの開発によって,被了別獅MG松見が数kVAから数十kVAまで

飛躍した串且在,花太一き-1川jMGの大部分がトランジスメによってTliり御

できることとなった｢､

一詔三の餞器を除いてトレ川キう出としたたム1J,叶い)扱いぺつ点恢に便

利となった｡一例として代ノ訓勺なトランジスク｢1炒心Jlて胴幣器の外

観を舞45図にホす｡､

13.5.7 自動列車制御装置

(1)東海道新幹線.試作脱ノ#ノl[川川】ArrC与ヒホー′亡

如縦道新幹線試作旅客花巾こ肝成さ′JしたA'rC矧糾よ,さきに北

陸本線において規中試験を子J■'ない仙戊縦む収めたリレー式 A′rC

装r!ア主な三上木とし,これにL攻1辻む加えたもので,+榊こfailsafe な

るごとく構成されているにとどまらず,トランジスタ化された速

度照査装掟を2系統打つことによって格段の伝働比内_上二なl蛍!るな

ど∴試f′砧iほは面目な一新してさらに高度の性能を充挿するごと

く拳凱弘イヒされたっ

本装置は速度発電機それIrl体がすでにfailsafeの力式であり,

列申の進行速度に対一己Lてホ如由比指令,スポッティソグ指令を発

するとともに,地上軌迫lロほ各エり了州批速度十古り▲を受信して速度制

限を行ない,保安装置として励什するものである｡

耶44l.ズ150ノJエ`｢㍍気連乱ri諾子

》-W′

董

a′‡45凶 トラノンスメ=助屯止三調整諾琵

連敗考虹鱒革

ち了46ドく1如軸心

旅客ノーL川･二川ArllClヒfL【′rた
節471文IPll)l'l動運転装ど芦己

第4る図に小‡ヒiir′-亡の外わー出を示す｡

(2)PIU[川加瞥転斗㌧rl㌧■Ⅰ

本装鐙は,定速制御速虹サーボJヒ自〕助運転矧ぎ主として,一般プ

ロセス制御に用いられているPIり調節計を川い,交流電車制御用

に試作された口励逆転装荘で,何銑鉄遊技術研究所の才旨蒋のもと

に言出作されたものである｡目標速度は,本装置とともに用いられ

るATC装置の子洲浪速舷より,ある一定低下まわった価で,この

指令速比と中退との仙差にPID3項動作を加えて,ノッチおよび

ブレーキ指令な発生し,同時に製作された定位置停申用ABC装

陛の機能とあわせて完全な自動運転を行なうものである｡

木を窒毘は製作後,I]立研究所水戸車両実験所において,等価試

験装置による性能試験を行ない,さらに,11召和37年4月鹿児島本

線久留米,雑餉隈問においてクモヤ791による硯申試験を行なっ

て予期通りの好成績をあげることができた｡第47図は本装置の

外観である｡

(3)犬山モノレール用ATS装置

名古屋鉄道株式会社納日立一アルウェーグ用に,区間走行中の

過速防止および路線端末における過去防止機能をあわせ持った電
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節48国 人山モノ レー′し川ATS装置

日 止 評 論

祈49[芸1触開放形r二】勅列巾制御装il竺

十式い勅列申仲山装握(ATS装位)を才袈裟作納入Lた｡.才知こ端+こに

おける過走防止機能において,従来のこの穐装茫亡としての他山r川

御式のものにおいて必公とLた艮大な端人促攻軌条な,:人帖に鮒

少せしめたことは,叩なるrlミニ女滋§il:′上の城を脱したものといえる｡

第48図本装挺の外観なにホすっコンクリート軌条全線に誘滋さ

れた制御信号を受け,全l祁りにわたって走行列中の速度制御ケアJ

ない,端末でほ連続関数を発生して過走防止を行なうごとくして

いる｡その一外部回路の牧師に対してすべてfailsafe になるよう

に構成されていることはいうまでもない｡

(4)後閑数形I′1動列晰Iiり御j装f托

一般路線に二糾ナる肘女川のl′1動列刷iU御装【｢乍としてほ,階段的

速度制限を行なう方式のほかに,列巾の未定速度ニナゴよび迎什斜度

の低1-をなるべく避けるために,前プJ信ゝJ一機が仲11ニカレJミをしたr第ミ,

連続的制御血線を発牡して列小を安全にけ‖二させる方式がある｡

本装匠ほこの柾の装r｢てとして初めて弘一一丁■化されたもので,列巾の

て別劫距離から閉そく区l‡耶こわたる場伽こも安全にfナ1上させること

が可能であり,また列巾のて‡iり励妊巨離の変動の大きな要凶である路

線勾配の補整も叫能であるで.木装i記の完成後,近畿1I本鉄道株式

会社において現車試験が行なわjL,その性能が確認された仁.本装

位の外観を策49図にホす｡

13.5.8 日立-アルウェーグ用回転機

名古屋鉄道株式会社納口上-アルウェーグ川回転機として701(W

主電動機,5.5kVA電動発ノ右隣,2kW電動送風機を製作したが,

いずれも従来の申両用回転棟に関する豊`京な経験と新しい技術をも

とにして設計製作さjtたものである｡

第50図ほ主電動機,舞51図ほ電動発電較を示す｡

日立-アルウエーブほゴム車輪の高粘着特性により,高加減速度,

急勾配j空転に点も適したものであるが,1取払撤はこの特長を卜分

に_光梓できるよう,設話卜lリ(きなけんりトカ特性むもたせてある亡

トランジスタ制御電動_雅電機もそのすく､■Jtた特性とともに+二`i‾に動

機何様ノ安定した逆転実績を誇っている｡

阿転機ほすべて車体スカートの一方のみから保{､1‥,ノ∴く検が叫能な

ように構造上考慮がはらわれている｢､.

13.5.9 エポキシ樹脂絶縁主電動機

卜+転機の巻線の絶縁に使片jされるワニスほ音字さ剤系と l+系に人

別され,後者としてエポキシ樹階-▲体絶紐方式が主電動機に採H二ほ

れ,量産態勢をととのえた｡.

この絶縁方式は在線の加熱乾燥を行なっても絶縁J･i判勺に気泡?泣隙

をのこさないので,絶綽憾内の熱伝導が従来の桁剤系ワニス絶縁仲子

に較べてすぐれており,同時に外部よりの湿気およびダストの侵入

を防ぐ特長をもっている｡コイルと鉄心問もエポキシ樹脂で固着さ

れるので熱伝専と同時に振動に対しての駿械的弧度が強く,絶縁物

の損傷事故がない〔.

十分な試作試験もおわり,すでに近畿日本鉄道株式公社納奈良線

第45巻 節1号

第50凶 U立-ア′しウエーブ川70kW土電動陳

打‡51J対 F‾1立-フ'ノいンェーグ川5.5kVA電動充冠機

節52阿 MT52形主電動機 第53図 MT911形主電動機のエ

ポキシ樹脂絶縁コイル取付ヨー

クlノ+部

地卜東人電小川115kW仏f如城主屯動機に採用し,そのすぐれた特

性を確認したが,さらに口本国イ丁鉄道納機関申向標準主電動機MT-

52形,bよび一パ‡｢祭緑川EF80形衣桁流電光機関中川MT53形電動機

などに採用し謹皇作実績は合計195台に述した｡/ケ後の主電動機の絶

縁力式にはエポキシ樹脂一体絶縁方式が大幅にとり入れられ絶縁材

料に-一川手jりjを由することになろう〔

第52図にMT52形三に′一誌励搬外税を,弟53図に東海道新幹線用

試作旅客`王かいl】MT911形工′i‾E動機ヨーク取り付けのエポキシ樹脂

一体絶紬コイルを示すr.

13.5.10 客車用エンジン駆動発電機

客小のデラックス化により増加する所要電力の詣盟に止こじてアル

ゼンサンいミ†鉄納一等客巾用に35kVAエンジン駆動発信機を製作し

た｡壬1荷ば右灯をはじめ?糾鮭房装粧,車内放送装捏などであり,

全線【ヌニの高度,温斑条件において2昼夜連続佐川可能の要求を満足

しながら抹下にぎ装するため車両限界を侵さないように小形軽量化

し,しかもがんじょうに塑竺作してある｡

連結他中への給受電装f托,エンジン椚]屯訂■の交換などにも独自の

考慮が払ってあF),その性能は過酷な試験を通じて,負荷急変時に

蛍光灯が減光しない過度電圧矧生,1,000時間連続運転試験,防振

試験など艮虫fな逆転が確認された｡

第54図ほ本装置の外観を示す｡新しいデラックス客車の電源設

満として中仙発冠位に代わって今後ますます需要の増大が期待され

る｡
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節55図 阪抑遥鈍株J･〔会社納

/こソドン形密イ■‡｢l勅辿結諾こき

哲-

第55岡 7′しゼソナン向け客小川エンジン.1恥帆発電機

13.る 車 両 用 品

13.る.1車両用連結器およびゴム緩衝器

ゴム綬軌器は金鵬緩衝掛こ1七較して,根尾,攻仰L 似′､一+:絹地と

いう利点を七Lでrゴり,国鉄の一部i享=りゴよび州竜鈍か戊の1■に-､列

∫如こ採用されて∴ン川]の段階にあったが,/汁れ､よいよぃl鉄の付享

幣緩衝器として抹川になった｡このため,l‾可鉄壬訓】二,屯巾をほじ

め私す∫貨叶〔の1モ般にわたって使川されるので,勺二間′.大概ほ約

10,000両分と見込まれ,_‾l二場としても吋i]姓ト.泣こ諾いjて駁｢トーJ′伽こ粍

ズtイ′ド業でこれに対処する態勢を当i与えた√､

ウイリソンカプラーほ産業小二l仰11として,引き続き`女荘Lたノ安打

が続いている｡

私鉄`軒ド川として阪帥冠鉄株式公社から,バンドン形僻才一7=小加亡ヒ

紙器の汁文を受けた｡こjtほ空気管指紋部をイJ-する特殊形ノ(のもの

で,わjLわれとLては初めてのものであったが,iン川言,二軌ノ;モとも帖

調に進Lみ,27両分をニノヒ納した｡

13.る.2 オイルモータおよびとタスクット

ディーゼル･-1叫百の大形化にともない,放熱装打'こ用フアンの静納什

駆動がとりあげられるようになF),口lンニー昏引1珊では木ノブ式にい､らは

やく着r二Ⅰし,試作研究の泉一泊ミこれなf掛戊する次の糾附‖■■を′ノヒ成した｡ノ

(1)オイルモータ

小両用油圧駆励装柁としては小形汁肘i巨のアキシヤルピストソ

形が適当であり,l‾1､tオイルモータはこの･少求を榊尺するもの

で,幻H_仁ポンプ,州J下モータいづれにも佃川1でき粥造簡r盲1,小形

高効ノ率,†ヒ逆転可能,耐久性などの特長石ごすJ■している｡

(2) ヒタスタット

従来のベローズ式サーモスタットほini川瑚り空,耐久件にR‡]越が

あり,中軸川としてほ′J､形,弧ノJなワックス式サーモスタットが

必要となり,ヒタスクットがri与け己された｡こJLはワックスがi如拙

するときの体膨張をストロークとして収り`-】けもので,小形舵抗,

作動確実かつ耐久性にすぐれ,必力な力を取り出せるので介やス

イッチを内接拙作でき,外部前足度変化に対して十分の氾肘生ろごすj▲

するよう内部構造に二1二大がはらわれている｡

(3)油量制御弁

フアンの静油圧駆動にあたり,ファソ回転数制御‖l‾ほしてヒタ

第1表 口 立 力一 イ

油圧ポンプ性能

形 式

立
見
旦
登
仙
-
江

12.0

28.0

54.8

106.0

226.0

1,800

1,600

1,500

1,450

1,000

吐=･∴fて/?き三し_l__甲空軍ぺ甲一?≒プJ(PS)
1‾両盲壷7‾‾l‾土至盲kg/1150kg/_.1100kg/:125kg/1150kg/

cm2こ cm一cnlヨI cm2

21.3

44.2

81.2

151.Z

223.2

21.3

4.4.1

81.0

150.9

222.7

21.2

43.9

80.6

150.1

221.6

(1)FL形ほ固定式,VL形ほ可変ノし-なホす｡

(2)可変式は陳斜角250の場合の性綻な示すし

5.2

10.8

19.8

36.9

53.6

_〔甲〕し

cIlヽ出

6･6い･9
13.5

24.9

46.3

67.3

L一三;三
55,5

81.1

節56[:く†同社ユセ(FL形)(た)お

.[ひ-り▲焚Jモ(VL形)(イニi)オイル
･t･一

夕
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スタット石ご山川】したヰ)のである｡これはエンジン冷よl]水弘1をヒタ

スタ､ソトで検山してフ7ン駆動用オイルモータへ流人する州最を

調川了して,冷却水を油温に制御する｢､

(4)バ(競制御弁

水弘榊仲川ほしてヒタスタ､ソトをノ′い1jしたものである〔これは

水札1冷J訓･‾jl終に与ヒ仙し,水狐をヒタスタ､ソトで検出し,水沢に止二

じて?令却黙へ流JLる水昌二石ご調節して適批に制御するものであるハ

ヒタスタットを班川しているので耐久性にすぐれ,ノ左足した水氾

Tlilj王抑立脚f-JJ‡できる｢､

Ih-/ニオイルモータおよび各権制御弁は36年度末路九自卜＼納入

のデイーゼ′し中内に憤川さJLているが,いづjtも帆沖ラミにりご勤し

ている｡

13.占.3 車両用歯車

近咋,いろいろな和類の新形fl‾･二両が次々に計内さjlて,中内汀】蔚

小の椰煩も多岐にわたってきた｡

まずEF70形,ED71改造形㌻E気機関車の防振ゴム入歯申を製作

納入し,次いでEF80形侶気機関申の駆動胸中を多数笹望作小であ

る｢.綴二糾ま1f:ナ串1石動機方式で,1仰の小歯車に対して小間齢二申

と大抑卜符2仰がかみ合う構造のものである｡

またほじめてDF50形電気機関郎用歯申な納入し,ふ川;新形一一筐中

川附小も受臼三して聾注作中である〔

Jl川三ふじ〕u･1をぃいのDD51形ディーゼル機関申のマガリノミ傘歯小ほ

モジニL-ル14,外行594nュmで,この種のものとしてほ記録的な大

きさである｡またすでに好調に実動して江口を浴びている名古山‾キ鉄

道株〕℃会社納11了.(一アルウェーグ用駆動歯車も同じくマガリバ傘街

中で,これらはクェソチソグプレスの使用によって焼入ひずみが防

止され,精度が常しく向_ヒLた｡

ル モ ー

タ 性 能 蓑

柵Llてモータ性能表

形 式

44

66

八
U
ハ
U

55

ワ一2

11

1一･1

2
2
一
ワ
】
2

33

一

LL

LL

LL

L
L
L
L

F
V
F
V
F
V
F
V
F
V
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て!ご竺芹藍苧1拉≡至監熱-｡諾㌔芸諾こ諾一芸
12.0

28.0

54.8

106.0

226.0

回 転 力(m-kg)

(さ.孟宗覿)l川0至鮭ト125至甜50竺甜On空至抑25至鮒150竺弘

:;こ三:ミ悪二三＼悪姜＼毒
2.2

5.1

10.0

19.3

42.0

2.6

6+1

12.0

23.2

50.1



124 Ⅳゴ和38イド1月
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＼些ノ≡ノ=′‾-‾-‾一感

上⊥ 評

節57図 EF80形TEユ乙恍関小‖】駈軌臼小!(

以上いHtも音ニュ淡焔人,またほ■･.■古間波枕入ろJ施した射小で,これ

ら表面焼人による残軌ヒリJが齢の川1け必性に及ぼす呈;;･三千!即二ついて机

織的な研究を行ない,強度の向_とに今夕〆)ている〔

13.る.4 車両用送風機

アルゼンチン向け輸H-=(巾冷戊装トアた冷却川の多発フアン総計

1,200台･が続々と完成納入をIj舶f†した〔(プ孝允託川il.5l{W什吸込形

多巽フアン600千丁,凝縮器川1.5kW柑放込形多罪フアン600千丁)舷

鰭なr甘眉管即の下に‾郎たされたもので,別地･肘事lテ石二号店L,耐L!′三i妨

じん,保`､〕‥などに叫■.川Jな円山宙が施こさj‾Lている｢

このほか†｢印す`屯㌔毛l■lJ-1(幣流だき,㍍軌様など)?て川川けロベラフフナソ

多発フアンの標準化が進み,0.4､19kWの～』のf†,汁約300子｢が納入

された｡この小にほノ琵近の要求にこたえて帖矧妨刑描うむとし.た変J†‾ミ

器冷却用プロペラフアンが行まれており肘掛.■■1とLて～ト=さJtる｡

5＼へへ′

VIIl.45

｢て

三∠ゝ

自汁8 節45巻 耶1号

封r一一 ‾ノ‾‾こし‾_一哉弧

≡--≦‾一撃->∫･‰
‾ノタ

■東宝r
二′■ごぢ

功=要望ミ

撃辱賢一≡二表｡野
-_身空‾

打‡5針ズIDn51形ディーゼル機関小

てカ■､リノく中小舶‾小

節59阿 Dr)51形ディーゼル機際川モてガリバ傘大鵬小

第60図 アルゼンチソ向け輸H_l申両

冷房‡三花冷却川多罪ファソ

立 評 論

目

･インドKOlそBA発屯所納10,0001くW火ノJ発一iE設帖につ
いて

･6.9kV 200A 高 圧 気･い 一iに磁 j滋 触 詩話

･吋 撤 式 小 作 ナ 発 生 与笠 置

･水銀整流宕洋式交流屯ニモ機関fltのインバークいり生制御与笠置

の研究

･赤 外 線 吸 収 を 利 用 し た 垂 水 濃 度 計

･mAs 式 管 電 流 品 仰+ 御 斗ミ i琵

･水圧脈動洲定川J二1ニカピック アップの用披数的恍
･ミ リ 波 i■Fしりノ上 界 に つ い て

･ト ラ ン ジ ス ク 可 搬 形 テ レ ビ｢い 那 機

･プラ ウ ソ管けい光暇の 残光 特性 に つ い て
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